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時
代
を
読
み
解
くシリ

ー
ズ

防

研

セ

ミ

ナ

ー

　１９９４（平成６年）年生まれ、ロンドン出身。

法政大学グローバル教養学部卒業、ロンドン

大学大学院キングス・カレッジ修士課程修了

（戦争学修士）。２０１６年～�年（社）共同通

信社記者、�年防衛研究所入所。専門分野は、

戦争学、サイバー・認知領域の安全保障、抑

止論。最近の業績として、「サイバー時代の

抑止は何が変わったのか―伝統的理論の限界

と新たな抑止の考え方」（ＮＩＤＳコメンタ

リー、�年３月）

「

出

来

事

中

心

」

に

依

拠

し

た

評

価

軸

　

国

家

間

競

争

が

サ

イ

バ

ー

空

間

へ

と

深

く

浸

透

し

、

武

力

行

使

に

至

ら

な

い

サ

イ

バ

ー

活

動

が

常

態

化

す

る

中

、

伝

統

的

な

抑

止

理

論

を

サ

イ

バ

ー

空

間

に

応

用

す

る

試

み

は

根

底

か

ら

問

い

直

さ

れ

つ

つ

あ

る

。

サ

イ

バ

ー

攻

撃

が

日

常

化

す

る

今

日

、

「

抑

止

」

と

い

う

古

典

的

概

念

は

な

お

有

効

な

の

か

。

従

来

の

抑

止

理

論

は

、

核

抑

止

時

代

に

確

立

さ

れ

た

「

重

大

な

攻

撃

が

起

き

た

か

否

か

」

と

い

う

出

来

事

中

心

の

評

価

軸

に

依

拠

し

て

き

た

。

一

般

に

抑

止

の

３

つ

の

成

立

要

件

と

さ

れ

る

能

力

、

信

頼

性

、

伝

達

は

、

明

確

な

戦

争

と

平

和

の

境

界

と

明

示

的

な

シ

グ

ナ

ル

を

伝

え

る

前

提

に

よ

っ

て

成

立

す

る

も

の

で

あ

っ

た

。

し

か

し

サ

イ

バ

ー

空

間

で

は

、

平

時

か

ら

偵

察

・

潜

伏

・

情

報

窃

取

と

い

っ

た

閾

値

未

満

の

活

動

が

展

開

さ

れ

、

特

定

の

攻

撃

発

生

の

有

無

を

抑

止

の

成

否

の

指

標

と

す

る

枠

組

み

は

、

現

実

と

整

合

し

に

く

い

。

　

象

徴

的

な

の

が

、

米

国

お

よ

び

同

盟

国

の

重

要

イ

ン

フ

ラ

に

長

期

間

潜

伏

し

て

い

た

中

国

系

脅

威

グ

ル

ー

プ

「

ボ

ル

ト

・

タ

イ

フ

ー

ン

」

の

事

例

だ

。

直

ち

に

破

壊

を

伴

う

活

動

で

は

な

い

が

ゆ

え

に

、

出

来

事

中

心

の

発

想

で

は

「

攻

撃

が

起

き

て

い

な

い

以

上

、

抑

止

は

機

能

し

て

い

る

」

と

理

解

さ

れ

か

ね

な

い

。

し

か

し

米

当

局

に

よ

れ

ば

、

有

事

の

際

に

重

要

イ

ン

フ

ラ

へ

影

響

を

及

ぼ

す

た

め

に

事

前

配

置

さ

れ

て

い

た

と

さ

れ

る

。

す

な

わ

ち

、

平

時

の

沈

黙

の

背

後

で

、

有

事

を

見

据

え

た

足

場

の

構

築

が

進

行

し

て

い

た

の

で

あ

る

。

　

こ

う

し

た

認

識

の

ず

れ

を

踏

ま

え

、

一

度

は

行

き

詰

ま

り

を

見

せ

た

サ

イ

バ

ー

抑

止

論

を

め

ぐ

る

近

年

の

議

論

は

、

「

攻

撃

ゼ

ロ

」

で

は

な

く

相

手

の

行

動

の

規

模

・

頻

度

・

態

様

の

変

容

を

抑

止

の

指

標

と

す

る

方

向

へ

と

移

行

し

て

い

る

。

サ

イ

バ

ー

空

間

で

は

強

制

が

成

立

し

な

い

と

み

な

し

、

抑

止

理

論

か

ら

の

脱

却

を

主

張

す

る

サ

イ

バ

ー

持

続

性

理

論

の

立

場

に

も

合

理

性

は

あ

る

。

た

だ

し

、

サ

イ

バ

ー

攻

勢

が

物

理

空

間

の

通

常

戦

力

な

ど

と

統

合

的

に

運

用

さ

れ

、

情

報

シ

ス

テ

ム

等

を

介

し

て

敵

の

意

思

決

定

に

摩

擦

を

生

み

出

す

の

で

あ

れ

ば

、

そ

の

効

果

は

抑

止

の

論

理

に

も

応

用

し

う

る

は

ず

で

あ

る

。

効

果

を

積

み

上

げ

る

動

態

的

プ

ロ

セ

ス

を

　

近

年

で

は

、

イ

ス

ラ

エ

ル

の

対

テ

ロ

・

対

非

正

規

戦

か

ら

着

想

を

得

た

、

サ

イ

バ

ー

攻

勢

を

含

む

多

様

な

手

段

の

反

復

的

応

答

を

通

じ

て

相

手

の

行

動

を

制

限

・

形

成

す

る

累

積

的

抑

止

と

い

う

発

想

が

あ

る

。

ま

た

、

分

散

的

に

展

開

さ

れ

る

敵

対

行

為

に

対

し

集

中

的

か

つ

可

視

的

な

対

応

を

打

ち

込

み

、

認

知

上

の

再

計

算

を

相

手

に

迫

る

区

切

り

の

あ

る

抑

止

と

い

う

論

理

も

あ

る

。

い

ず

れ

も

、

抑

止

を

一

回

限

り

の

威

嚇

で

は

な

く

、

時

間

を

通

じ

て

効

果

を

積

み

上

げ

る

動

態

的

な

プ

ロ

セ

ス

と

し

て

捉

え

直

す

試

み

で

あ

る

。

　

さ

ら

に

重

要

な

の

は

、

サ

イ

バ

ー

単

独

で

は

抑

止

が

完

結

し

な

い

と

い

う

領

域

横

断

型

抑

止

の

考

え

方

で

あ

る

。

サ

イ

バ

ー

手

段

は

、

外

交

・

経

済

・

通

常

戦

力

と

い

っ

た

複

数

領

域

の

手

段

と

統

合

運

用

さ

れ

て

は

じ

め

て

、

相

手

の

行

動

変

容

を

促

す

。

２

０

２

６

年

２

月

に

実

施

さ

れ

た

対

イ

ラ

ン

「

エ

ピ

ッ

ク

・

フ

ュ

ー

リ

ー

作

戦

」

で

は

、

サ

イ

バ

ー

軍

と

宇

宙

軍

が

打

撃

に

先

立

つ

非

物

理

的

攻

勢

を

実

施

し

、

相

手

の

状

況

把

握

と

対

応

能

力

を

妨

害

・

低

下

さ

せ

た

う

え

で

通

常

戦

力

が

目

標

を

打

撃

し

た

と

米

軍

が

公

表

し

て

お

り

、

領

域

横

断

的

な

統

合

運

用

が

現

実

の

作

戦

様

式

と

な

り

つ

つ

あ

る

。

他

方

ウ

ク

ラ

イ

ナ

戦

争

は

、

サ

イ

バ

ー

単

独

で

は

戦

争

の

帰

趨

を

決

し

得

な

い

こ

と

を

示

し

て

お

り

、

防

御

側

の

レ

ジ

リ

エ

ン

ス

（

抗

た

ん

性

）

と

の

相

互

作

用

の

な

か

で

効

果

が

計

ら

れ

る

こ

と

も

看

過

し

て

は

な

ら

な

い

。

累

積

的

・

統

合

的

発

想

が

不

可

欠

に

　

こ

の

理

論

的

潮

流

は

我

が

国

に

も

無

関

係

で

は

な

い

。

問

わ

れ

る

べ

き

は

、

い

か

な

る

相

手

の

、

い

か

な

る

行

動

を

、

ど

の

期

間

で

変

容

さ

せ

よ

う

と

す

る

の

か

、

と

い

う

戦

略

目

的

の

定

義

で

あ

る

。

サ

イ

バ

ー

は

他

領

域

と

の

統

合

運

用

を

前

提

と

し

て

は

じ

め

て

意

味

を

持

つ

。

重

要

な

の

は

、

攻

撃

の

絶

対

的

不

発

で

は

な

く

、

相

手

の

作

戦

遂

行

に

持

続

的

な

摩

擦

を

生

み

、

そ

の

軍

事

目

的

の

達

成

可

能

性

を

多

層

的

に

削

り

取

っ

て

い

く

こ

と

で

あ

る

。

サ

イ

バ

ー

時

代

の

抑

止

に

は

、

こ

う

し

た

累

積

的

・

統

合

的

な

発

想

が

不

可

欠

で

あ

る

。


